
旬をおいしく！
農菜レシピ 大根の白みそ煮

＊材料＊（２人分）

①大根は３㎝の厚さに切って皮をむき、面取り
　をして隠し包丁を入れる。大さじ１の米を入
　れて（または米のとぎ汁で）、透明感が出る
　まで下ゆでする。

②鶏肉は一口大に切ってさっと湯がいて臭みを
　とり、ほうれん草とにんじんは塩ゆでする。
　酒かすは水でふやかしておく。

③なべに大根と鶏肉を入れ、大根にかぶるくら
　いの昆布出汁でしばらく煮る。大根に竹串が
　通るようになったら、Ａを加えて10分ほど煮
　る。

④大根と鶏肉を器に盛って、ほうれん草とにん
　じんを添える。

＊作り方＊

大根…６㎝
鶏もも肉…100ｇ
昆布出汁…２カップくらい
　　白みそ…大さじ１
　　酒かす…大さじ 1/2
　　薄口しょうゆ…小さじ１
ほうれん草…２株
にんじん…少々

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

えぐみがとれて
煮くずれしにくくなります。

まだ水気が残っているようなら
トロトロになるまで水分を飛ばします。

栄養価の高い酒かすを使って
おいしく冬を乗り切りましょう！
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富
士
河
口
湖
町
富
士
ヶ
嶺
地

区
で
搾
乳
牛
40
頭
、
繁
殖
用
の

和
牛
12
頭
を
飼
育
す
る
水
越
さ

ん
。
佳
月
さ
ん
は
「
畑
の
草
を

牛
の
餌
に
し
て
、
畑
に
た
い
肥

を
ま
い
て…

と
、
無
理
せ
ず
今

あ
る
も
の
を
生
か
し
た
飼
い
方

を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
ま
す
。

　
え
り
ん
ち
ゃ
ん
は
三
姉
妹
の

末
っ
子
。
お
姉
ち
ゃ
ん
２
人
は

「
え
れ
ん
ち
ゃ
ん
」
「
え
れ
な

ち
ゃ
ん
」
な
の
で
、「
り
ん
ち
ゃ

ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
牛

が
大
好
き
で
、
撮
影
の
日
も
朝

５
時
に
起
き
て
餌
や
り
と
乳
搾

り
を
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
と

お
そ
ろ
い
の
青
い
つ
な
ぎ
が
と
て
も
似
合
っ
て
い
て
、
カ
ッ
コ
い
い
！
将
来

の
夢
は
「
獣
医
師
を
し
な
が
ら
牛
飼
い
を
す
る
こ
と
」
。
ぜ
ひ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

家
畜
診
療
所
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

水
越

　佳
月
さ
ん
（
44
）

　
　
　え
り
ん
ち
ゃ
ん
（
９
）

か
つ
き

山梨県農業共済組合

ア
ル
バ
ム

冬号

　
毎
回
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
拝
見
す
る

と
、
農
業
技
術
情
報
の
反
響
が
一
番
大
き
く
、
参
考
に
し
て
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
（
「
農
菜
レ
シ
ピ
」
と
「
お
う
ち
野
菜
」
も
根
強
い

人
気
。
）
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿
え
る
広
報
紙
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
９
春
号

　
　
　  （
平
成
31
年
３
月
発
行
予
定
）

編
集
後
記



農
園
を
継
ぎ
ま
し
た
。現
在
は「
甲

斐
ベ
リ
ー
３
」
や
「
甲
斐
の
く
ろ

ま
る
」
な
ど
、
新
品
種
の
栽
培
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
の
気
象
状
況
の
変
動
で
、

作
り
づ
ら
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
地
元
の
営
農
指
導
員
の

指
導
を
よ
く
聞
き
、
相
談
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
「
新
し
く
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
始
ま
る
収
入
保
険
は
、

果
樹
共
済
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い

部
分
ま
で
補
償
さ
れ
る
の
で
、
頼

り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
智
道
さ
ん
は
ア
ウ
ト
ド
ア
派
で
、

特
に
温
泉
へ
行
く
の
が
お
気
に
入

り
。
県
内
の
温
泉
は
ほ
ぼ
制
覇
し

た
と
い
い
、
最
近
で
は
秋
田
県
の

乳
頭
温
泉
へ
行
く
な
ど
、
遠
方
に

も
足
を
運
び
ま
す
。
「
ご
当
地
グ

　
「
今
年
は
雨
の
影
響
な
ど
で
、

収
穫
時
期
が
い
つ
も
よ
り
遅
れ
て

大
変
だ
っ
た
か
な
」
と
話
す
前
田

さ
ん
ご
夫
婦
。
主
力
品
種
の
巨
峰

は
、
70
ア
ー
ル
を
栽
培
。
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
ほ
と
ん
ど

が
種
な
し
で
す
。
例
年
、
９
月
上

旬
か
ら
10
月
中
旬
ご
ろ
に
収
穫
し
、

Ｊ
Ａ
出
荷
の
ほ
か
、
近
く
に
あ
る

道
の
駅
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ（
巨
峰
・
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
レ
ー
ズ
ン
）

や
ジ
ャ
ム
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加

工
品
も
製
造
・
販
売
し
て
い
て
、

「
う
ち
に
は
農
閑
期
は
な
い
よ
」

と
智
道
さ
ん
。
ブ
ド
ウ
の
他
に
も

手
作
り
の
干
し
柿
や
、
智
道
さ
ん

の
実
家
が
あ
る
青
森
県
か
ら
仕
入

れ
た
リ
ン
ゴ
の
販
売
も
行
う
な
ど
、

一
年
中
大
忙
し
で
す
。

　
智
道
さ
ん
は
、
ブ
ド
ウ
農
家
の

長
女
で
あ
る
直
美
さ
ん
と
結
婚
し
、

ル
メ
を
食
べ
る
の
も
楽
し
み
」
と

笑
顔
。
直
美
さ
ん
に
よ
る
と
、「
い

つ
か
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
全
国

を
巡
り
た
い
ね
」
と
お
二
人
で
話

し
て
い
る
の
だ
と
か
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
加
工
品

各
地
の
温
泉
を
満
喫

野菜づくりにも興味が。今年初めて植えた青パパイアの木の下で

故
天
野
宣
氏
の
も
と
、
仕
事
の
傍

ら
精
力
的
に
活
動
し
、
主
要
メ
ン

バ
ー
に
。
１
９
７
４
年
の
国
際
連

合
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
小
澤

征
爾
氏
の
指
揮
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
総
会
議
場
で
演
奏
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
中
国
、

韓
国
な
ど
世
界
各
地
で
公
演
し
た

そ
う
で
す
。
「
何
事
も
や
る
か
ら

に
は
徹
底
的
に
や
る
性
格
の
お
か

げ
で
良
い
経
験
が
で
き
た
」
と
春

斐
古
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。「
何

事
も
三
手
先
を
読
む
こ
と
を
意
識

し
て
や
る
と
う
ま
く
い
く
。
囲
碁

と
か
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
そ
う
だ
ね
」

と
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
定
年
ま
で
Ｊ
Ａ
に
勤
め
て
い
た

智
恵
子
さ
ん
は
花
が
好
き
で
、
庭

　
「
昔
は
時
間
に
ゆ
と
り
も
あ
っ

た
か
ら
、
趣
味
は
い
ろ
い
ろ
や
っ

た
ね
」
と
話
す
春
斐
古
さ
ん
。
先

祖
か
ら
受
け
継
い
だ
水
田
を
守
り

な
が
ら
、
今
で
も
趣
味
に
全
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　
春
斐
古
さ
ん
の
趣
味
の
一
つ
は

囲
碁
。
山
梨
県
養
蚕
連
の
職
員
と

な
っ
た
20
歳
の
頃
か
ら
続
け
て
い

ま
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
七
段
と
な
っ

た
現
在
は
高
根
支
部
の
支
部
長
を

務
め
、
地
域
の
大
会
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
和
太
鼓
に
出
会
っ
た
の
は
30
歳

の
頃
。
「
全
国
和
太
鼓
天
野
流
」

先
や
家
の
中
も
手
入
れ
が
行
き
届

い
た
花
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
数
年

前
に
病
気
で
一
時
体
が
不
自
由
に

な
り
ま
し
た
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑

張
り
、
日
常
を
取
り
戻
し
た
そ
う

で
す
。

　
「
動
け
る
こ
と
、食
べ
る
こ
と
、

普
段
の
生
活
が
幸
せ
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
智
恵
子
さ

ん
は
話
し
ま
す
。
今
で
は
近
所
の

友
人
と
旅
行
に
行
く
の
も
楽
し
み

と
の
こ
と
。

や
る
か
ら
に
は
趣
味
も
全
力
で

花
と
旅
行
を
楽
し
む

「これからは寒くなるから囲碁の
季節だね」と春斐古さん

家の中をたくさんの花で彩る智恵子さん

3 2

お
互
い
へ
一
言

智
道
さ
ん

　
い
つ
も
一
生
懸
命
や
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
忙
し
い
け

れ
ど
、
一
緒
に
ど
こ
か
行
き
た

い
ね
。

直
美
さ
ん

　
ま
だ
ま
だ
元
気
に
働
け
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は

気
を
付
け
て
ね
。

ブ
ド
ウ
100
㌃

山
梨
市
牧
丘
町

諏
訪
大
沢
地
区
共
済
部
長

ま
え
だ

　
　
　   

と
も
み
ち

な
お
み

前
田
　智
道
さ
ん（
64
）

　
　
　直
美
さ
ん（
50
）

お
互
い
へ
一
言

春
斐
古
さ
ん

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
生
き

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

智
恵
子
さ
ん

　
二
人
で
仲
良
く
、
年
を
と
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

水
稲
40
㌃

北
杜
市
高
根
町

安
都
那
梅
ノ
木
地
区
共
済
部
長

し
み
ず

　
　
　      

は
る
ひ
こ

ち
え
こ

清
水
　春
斐
古
さ
ん（
77
）

　
　
　智
恵
子
さ
ん（
67
）

ＮＯＳＡＩの縁の下の力持ち
共済部長さんを

パートナーとして支える
奥様と共に紹介します



5 4

農
業
共
済
制
度
が
変
わ
り
ま
す

収
入
保
険
制
度
の
導
入
に
合
わ
せ
、
農
業

共
済
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

農業共済制度見直し農業共済制度見直し

　
収
入
保
険
や
ナ
ラ
シ
対
策
な
ど
が
全
て
任
意
加

入
制
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
31
年

産
か
ら
水
稲
共
済
・
麦
共
済
も
任
意
加
入
制
に
な

り
ま
す
。

農
作
物
共
済

・
任
意
加
入
制
に
変
更

・
加
入
方
式
の
変
更

・
一
筆
半
損
特
約
を
導
入

水
稲
共
済
と
麦
共
済
が

任
意
加
入
制
に

　
農
家
単
位
で
補
償
す
る
半
相
殺
方
式
も
し
く
は
統
計
デ

ー
タ
を
用
い
て
補
償
す
る
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
へ
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

※

樹
園
地
単
位
総
合
短
縮
方
式
、
樹
園
地
単
位
特
定
危
険
方
式
の
受
付

　は
終
了
し
ま
し
た
。

加
入
方
式
が
変
わ
り
ま
す

　
農
家
単
位
に
補
償
す
る
半
相
殺
方
式
や
、
新
設
さ
れ
る

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
等
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
一
体

化
帳
票
の
「
引
受
方
式
・
補
償
割
合
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
く
だ
さ
い
。

加
入
方
式
が
変
わ
り
ま
す

　
圃
場
一
筆
ご
と
の
収
穫
量
が
、
目
視
で
５
割
以
下
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
５
割
減
収
と
み
な
し
て
共
済
金

を
支
払
う
特
約
で
す
。
こ
の
特
約
に
申
し
込
む
場
合
は
、

一
体
化
帳
票
の
「
一
筆
半
損
特
約
」
の
「
有
」
に
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
筆
の
深
い
被
害
に
対
応
！

一
筆
半
損
特
約
を
導
入

※補償の充実を図るため、最大の補償割合をおすすめしています。

※全相殺方式、品質方式は、加入条件（生産量の概ね全量
　をＪＡ等に出荷）がありますので、希望される場合はＮ
　ＯＳＡＩへお問い合わせください。

ポイント

ポイント

果
樹
共
済

・
加
入
方
式
の
変
更

・
自
動
継
続
の
導
入

・
損
害
評
価
方
法
の
変
更

圃場B 圃場C 圃場D圃場A

５割以上
の収量減

半相殺方式

加入方式 補償内容

農家ごとの減収量が基準となる収穫
量の３割を超えた場合に共済金を支
払う。

統計単収が、一定割合を超えて減少し
た場合に共済金を支払う。

地域
インデックス方式

樹園地ごとの減収量が一定割合を超
えた場合に、共済金を支払う。

樹園地単位方式
（受付終了）

　半相殺方式では、圃場Ａ～Ｄの減収量の合計が一定割合を超えないと共済金が支払われません。
一筆半損特約を付けると、５割以上の減収が見込まれる圃場Ｄに対しては、５割減収として共済金
が支払われます。（この場合の共済金は、一筆方式では３割を超える減収部分に共済金が支払われ
ることを踏まえ、平年の２割分（５割－３割）を支払います。）
※一筆半損特約は、地域インデックス方式にも付けることができます。

加入方式

半相殺方式

農家ごとに、被害圃場の減収量の合計が、全圃場の
基準収穫量の2割を超えたときに、共済金を支払う。

８割、７割、６割
から選択できます。

９割、８割、７割
から選択できます。

市町村ごとの統計単収が、一定割合を超えて減少し
たときに、共済金を支払う。

圃場ごとに、減収量が基準収穫量の３割を超えたときに、共済金を支払う。

地域
インデックス方式

一筆方式
（受付終了）

補償内容

収穫量
（平年比）

圃場A 圃場B

被害圃場の減収量の合計を評価

圃場C
増 減 減

補償割合※

水稲共済加入申込欄記載例

農作物共済の加入方式

一体化帳票
果樹共済の加入方式

一筆半損特約のイメージ

支払開始割合を３割、４割、５割のうちから選択するこ
とができます。選択した支払開始割合に応じて、補償割
合の上限や共済掛金が変わります。

補償割合の上限が90％という高い水準ですが、局地的な
被害では支払いの対象にならないケースもありますので、
ご注意ください。

　
加
入
者
に
見
込
収
穫
量
を
申
告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

一
部
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
抜
き
取
っ
て
調
査
す
る
「
農
家
申

告
抜
取
調
査
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
見
込
収
穫
量
の
申
告

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

損
害
評
価
の
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
加
入
者
か
ら
解
除
の
申
出
が
な
け
れ
ば
、
翌
年
産
以
降

の
共
済
関
係
を
自
動
的
に
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

※

栽
培
内
容
等
の
確
認
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
行
い
ま
す
。

自
動
継
続
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　一体化帳票にて、水稲共済に加入するか否かの意思確認を行います。前年水稲共済にご加入い
ただいた方は、水稲共済加入申込欄の「加入する」に「○」を印字し、共済金額と掛金納入方法
も■が印字されていますので、ご確認ください。
※収入保険に加入した方は、水稲共済に加入することはできません。
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農業共済制度見直し農業共済制度見直し

・
死
廃
共
済
と
病
傷
共
済
に
分
離

・
家
畜
区
分
の
変
更

・
評
価
額
算
定
方
法
の
変
更

・
異
動
申
告
方
法
の
変
更

・
初
診
料
の
取
扱
い
の
変
更

・
通
年
加
入
の
実
施

・
自
動
継
続
の
導
入

・
小
損
害
不
て
ん
補
の
金
額
が

　選
択
可
能
に

・
掛
金
の
国
庫
負
担
限
度
額
が

　引
き
上
げ

ポイント

　
家
畜
共
済
で
は
、
こ
れ
ま
で
死
廃
事
故

と
病
傷
事
故
の
両
方
を
補
償
し
て
い
ま
し

た
。
新
制
度
で
は
「
死
廃
共
済
」
と
「
病

傷
共
済
」
に
分
離
さ
れ
、
別
々
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
補

償
の
充
実
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

両
方
の
セ
ッ
ト
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

死
廃
共
済
と
病
傷
共
済
に

分
離

　
期
首
の
加
入
時
に
は
、
飼
養
計
画
に
基
づ
い
た
見
込
み
頭
数
で

加
入
し
ま
す
。
期
末
に
は
、
家
畜
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
個
体
識

別
情
報
を
も
と
に
、
実
際
に
期
中
で
飼
養
し
た
頭
数
を
再
計
算
を

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
出

を
確
実
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

異
動
申
告
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
32
年
１
月
か
ら
、
病
傷
共
済
で
は
初
診
料
を
単
独
で
徴
収

せ
ず
に
、
初
診
料
を
含
ん
だ
診
療
費
全
体
の
１
割
を
自
己
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
診
療
費
全
体
に
一
定
の
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
事
故
低
減

に
つ
な
が
り
ま
す
。
農
家
の
自
己
負
担
は
、
現
行
の
初
診
料
自
己

負
担
総
額
と
同
水
準
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

初
診
料
の
取
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

　
現
在
の
加
入
単
位
の
「
乳
牛
の
雌
等
」
、

「
肉
用
牛
等
」
、
「
一
般
馬
」
か
ら
、
新

制
度
で
は
別
表
の
と
お
り
細
分
化
さ
れ
ま

す
。
区
分
は
、
死
廃
・
病
傷
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

※
「
肉
豚
」
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

家
畜
区
分
が
変
更
に

な
り
ま
す

　
死
廃
共
済
で
は
、
日
々
価
値
が
増
加
す

る
肥
育
牛
等
（
棚
卸
資
産
的
家
畜
）
は
、

事
故
発
生
時
の
資
産
価
値
で
補
償
し
ま
す
。

搾
乳
牛
等
（
固
定
資
産
的
家
畜
）
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
期
首
（
加
入
時
）
の
評
価
額

を
用
い
ま
す
。

評
価
額
の
算
定
方
法
が

変
わ
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
被
覆
し
て
い
る
期
間
を

補
償
の
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

は
未
被
覆
期
間
の
被
害
も
発
生
し
て
い
る

た
め
、
全
て
の
園
芸
施
設
に
お
い
て
、
未

被
覆
期
間
も
含
め
た
１
年
間
の
補
償
に
変

わ
り
ま
す
。

被
覆
期
間
に
関
わ
ら
ず

通
年
加
入
に
な
り
ま
す

　
新
た
に
導
入
さ
れ
る「
自
動
継
続
特
約
」

を
申
し
出
た
方
は
、
翌
年
度
以
降
は
加
入

す
る
か
否
か
の
意
思
確
認
が
省
略
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
加
入
内
容
の
変
更
な
ど
の

ご
確
認
は
引
き
続
き
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

自
動
継
続
特
約
を

導
入
し
ま
す

　
現
在
、
１
棟
ご
と
の
損
害
額
が
３
万
円

（
ま
た
は
共
済
価
額
の
10
％
）
を
超
え
る

場
合
に
、
共
済
金
を
お
支
払
い
し
て
い
ま

す
。
変
更
後
は
、
不
て
ん
補
と
す
る
金
額

を
次
の
３
つ
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
に
よ
り
共
済
掛
金
が
異
な
り
ま

す
。

①
３
万
円
（
ま
た
は
共
済
価
額
の
５
％
）

②
10
万
円

③
20
万
円

※

小
損
害
不
て
ん
補…

基
準
に
満
た
な
い
損
害
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　し
て
、
共
済
金
の
支
払
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　と
し
な
い
こ
と
。

小
損
害
不
て
ん
補
の

金
額
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

　
共
済
掛
金
の
国
庫
負
担
限
度
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
共
済
金
額
１
億
６
千
万
円
ま

で
を
限
度
に
、国
が
50
％
を
負
担
し
ま
す
。

大
規
模
経
営
の
方
で
も
、
よ
り
少
な
い
掛

金
負
担
で
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

共
済
掛
金
の

国
庫
負
担
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

家畜区分

棚卸資産的家畜（肥育牛等）の補償（イメージ）

共済掛金（全国的な試算）

家畜共済の仕組み（見直し後）

現在の区分

乳牛の雌等

満24月齢以上の乳牛の雌で
あって搾乳の用に供される
もの

満24月齢未満の乳牛の雌を
いい、牛の胎児のうち乳牛
であるものを含む

満24月齢以上の肉用牛の雌
であって繁殖の用に供され
るもの

満36月齢以上の馬の雌であっ
て繁殖の用に供されるもの

繁殖用雌馬及び種雄馬以外
の馬をいう

出生後第５月の月の末日を
経過した豚であって繁殖の
用に供するもの

※子牛（出生後第５月の月の末日を経過しない牛と胎児）を補償の対象とするかは、
　組合員が選択することができます。
※病傷共済では、胎児は対象に含まれません。

1100
1000
900
800
700
600
500
400
300
200
100
0

8 15 20
共済掛金期間

〈見直し後の補償金額〉

〈現行の補償金額〉

（死亡） 30 月齢

千円

（現行） ６か月間のみ短期加入

被覆期間の共済掛金：17,155円

（見直し後） １年間で加入

被覆期間の共済掛金 　：17,155円
未被覆期間の共済掛金 ：　  562円

計　　 17,717円（３％増）

※未被覆期間は被覆期間に比べて低い
　掛金率になります。

搾乳牛、繁殖用雌牛、育成
乳牛及び種雄牛以外をいい、
牛の胎児のうち乳牛でない
ものを含む

肉用牛等

一般馬

種豚

固定資産的 搾乳牛

乳用牛

肉用牛

一般馬

育成乳牛

繁殖用雌牛

繁殖用雌馬

種豚 種豚

育成・
肥育牛

育成・
肥育馬

棚卸資産的

固定資産的

固定資産的

棚卸資産的

固定資産的

棚卸資産的

定義 資産的区別
新しい家畜区分

死廃共済 病傷共済

出
荷
月
齢

資産価値の差

資産価値死亡時点の
資産価値

期首の
資産価値

１頭当たり全て40万円
期首に付保割合50％選択と仮定

飼養頭数
の変化

（肥育牛の例）

期首
50頭

期末
40頭

60頭

実際の飼養実績が計画と異なれば、期末に一括して共済
価額及び共済金額を修正し、共済掛金を追納・返還する。

家畜の資産
価値の合計

共済価額

補償金額

共済金額

共済価額に対する
共済金の支払割合

（共済金額/共済価額）

期首に策定し
た年間の飼養
計画（60頭）
に基づき設定

2400万円 1200万円 20万円50％

固定 固定

４０万円
×

付保割合

付保割合 共済金
（一頭）

病傷共済の自己負担（イメージ）
（現行）

（初診料）
自己負担
（10割）

（初診料以外の診療費）

共済金（10割）

（見直し後）

自己負担（1割）

診療費（初診料を含む）

共済金（９割）

支払額は変動しない

家畜の異動の都度の申告は不要

20頭出荷

10頭導入

（
建
物
共
済
、
農
機
具
共
済
を
除
く
）

全
て
の
共
済
で
農
家
ご
と
の

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
を
導
入
し
ま
す
！

　
事
故
発
生
リ
ス
ク
に
応
じ
た
掛
金
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
全
て
の

共
済
で
農
家
ご
と
の
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
を
導
入
し
ま
す
。
掛
金
率
は
、
農

家
そ
れ
ぞ
れ
の
過
去
の
被
害
実
態
を
も
と
に
設
定
し
ま
す
。

危険段階別共済掛金率
（イメージ）

高被害
農業者

低被害
農業者

危険
段階
区分
１
２
３
４
５
６
７

3.5％
3.0％
2.5％
2.0％
1.5％
1.0％
0.5％

（例）

共済
掛金率

ポイント

家
畜
共
済

園
芸
施
設
共
済
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Q
&
A

Q 1
　
９
月
の
台
風
で
枝
折
れ
な

ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

31
年
の
収
入
が
減
れ
ば
収
入

保
険
で
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

　
　
保
険
期
間
開
始
前
の
事
故

で
す
の
で
、
原
則
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
基
準
収
入
を
下
方
修

正
し
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
た
だ
し
、
31
年
産
果
樹
共
済

半
相
殺
総
合
一
般
方
式
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
、
す
で
に
補

償
期
間
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、

事
故
発
生
通
知
を
行
い
、
収
入

保
険
に
移
行
し
た
場
合
は
対
象

に
な
り
ま
す
。

A

Q 2
　
幅
広
い
収
入
減
少
を
補
償

し
て
い
ま
す
が
、
ズ
ル
し
て

保
険
金
を
も
ら
う
者
も
い
る

の
で
は
？

　
　
保
険
金
等
の
請
求
も
税
務

申
告
に
基
づ
き
ま
す
。
過
少
申

告
を
行
え
ば
、
翌
年
以
降
の
基

準
収
入
が
下
が
っ
て
十
分
な
補

償
で
は
な
く
な
り
ま
す
し
、
保

険
金
を
受
け
取
れ
ば
保
険
料
が

高
く
な
る
こ
と
で
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
を
防
止
し
て
い
ま
す
。

A
Q 3
　
積
立
金
が
高
く
て
支
払
え

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
掛
捨
て
の
保
険
料
の
み
で

も
基
準
収
入
の
８
割
を
補
償
の

対
象
と
し
た
内
容
で
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合

で
も
、
７
割
以
上
の
収
入
を
確

保
で
き
ま
す
。

A

今
回
は
、
山
梨
県
内
で
職
員
が
実
際
に
受
け
た

農
家
さ
ん
の
質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

収入保険制度特集

笛吹市
阿部 健さん（42）

収入保険制度特集

収
入
保
険
制
度
の
保
険
期
間
ス
タ
ー
ト
！

ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
い
よ
い
よ
収
入
保
険
の
保
険
期
間

が
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
経
営
に
合
っ
た
制
度
の
選
択

は
で
き
ま
し
た
か
。
万
一
に
備
え
て
収
入
保
険
、
農
業
共

済
な
ど
各
種
補
償
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
収
入
保
険
制
度
は
、
税
制
度
の
算
定
期
間
に
合
わ
せ
、

個
人
は
１
〜
12
月
、
法
人
は
事
業
年
度
の
１
年
間
が
保
険

期
間
と
な
り
ま
す
。
法
人
の
収
入
保
険
の
加
入
申
請
は
、

事
業
開
始
月
の
前
々
月
末
日
ま
で
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
平
成
27
年
に
就
農
し
、
妻
と
二
人

で
モ
モ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
今
ま

で
果
樹
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
し
た

が
、収
入
保
険
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
自
然
災
害
に
よ
る
収
量

減
少
に
加
え
、
自
分
が
け
が
や
病
気

で
働
け
な
く
な
っ
た
収
入
減
少
も
補

償
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

　
地
域
は
モ
モ
の
産
地
な
の
で
、
忙

し
い
時
期
は
皆
同
じ
で
、
作
業
の
委

託
も
難
し
い
で
す
か
ら
ね
。

　
積
立
金
は
使
用
し
な
け
れ
ば
翌
年

に
繰
り
越
す
の
で
、
実
質
初
年
度
の

み
の
負
担
で
す
し
、
生
命
保
険
な
ど

の
保
険
料
を
考
え
れ
ば
、
収
入
保
険

の
保
険
料
は
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ス
モ
モ
と
ブ
ド
ウ
を
同
じ
く
ら
い

栽
培
し
て
危
険
分
散
し
て
い
る
の
で
、

両
方
ダ
メ
に
な
る
こ
と
は
あ
ま
り
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ブ
ド
ウ
は
青
系
を

増
や
し
て
い
る
の
で
着
色
障
害
の
リ

ス
ク
も
少
な
い
で
す
。
ス
モ
モ
の
凍

霜
害
は
心
配
な
の
で
、
ス
モ
モ
は
果

樹
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
夫
婦
で
作
業
し
て
い
る
の
で
、

け
が
や
病
気
は
困
り
ま
す
ね
。
１
人

が
作
業
で
き
な
く
な
れ
ば
、
収
入
は

半
減
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
若
い
人
や
、
栽
培
品

目
に
よ
っ
て
は
収
入
保
険
の
選
択
も

あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

支払回数ごとの口座振替予定（１月開始の場合）

記念加入証をお渡ししました！

中央市
近藤　慎吾さん（37）
　　　かおりさん（37）

山梨県契約者第１号

支払回数

一括

２回分割

３回分割

５回分割

９回分割

12月

12月,8月

12月,4月,8月

12月,2月,4月,6月,8月

12月,1月,2月,3月,4月,
5月,6月,7月,8月

口座振替月

※引落日は毎月26日です。（金融機関休業日の場合は翌営業日）

必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な
分
の
備
え
を

病
気
や
け
が
に
よ
る
収
入
減
少
に
も
対
応

私の選択
収入保険を選びました果樹共済を選びました

モモ 60a

南アルプス市
深沢 文男さん（63）

スモモ 70a
ブドウ 65a

お問い合わせ

富士支所
０５５４-４５-６６１１

南アルプス支所
０５５-２８２-０４４３

北部支所
０５５１-２３-１１１１

中央支所
０５５３-２２-５０５６

本所
０５５-２２8-４７１１ 　夫婦で新規就農し、３年目になります。ちょうど昨年から青

色申告を始めたところで、実績が１年あって加入することがで
きました。４年分の実績がある方より補償割合は少し低くなり
ますが、万一のときにも安心です。

（スイートコーン65aほか）

平成31年
１月から

  

保
険
料
等
の
お
支
払
い

　
保
険
料
・
積
立
金
・
事
務
費
の
お
支

払
い
は
、
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。
第

１
回
目
の
引
落
は
12
月
26
日
（
水
）
で

す
。
口
座
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
税
制
上
、
保
険
料
と
事
務
費
は
平
成

31
年
の
経
費
と
な
り
、
積
立
金
は
預
け

金
と
し
て
取
扱
い
ま
す
。

 

事
故
が
発
生
し
た
ら
・
・
・

　
保
険
期
間
開
始
の
１
月
以
降
の
事
故

（
自
然
災
害
や
盗
難
な
ど
）
に
よ
り
１

割
以
上
の
数
量
減
少
が
見
込
ま
れ
る
と

き
は
、
速
や
か
に
事
故
の
発
生
状
況
等

を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
故
発
生
の
通
知
が
な
い
場
合
、
保
険

金
等
が
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

 

営
農
計
画
を
変
更
し
た
ら
・
・
・

　
保
険
期
間
中
に
栽
培
品
目
や
面
積
が

変
わ
る
場
合
は
、
「
保
険
期
間
の
営
農

計
画
」
の
変
更
を
行
い
、
基
準
収
入
や

保
険
料
等
の
再
算
定
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

書
類
作
成
の
お
願
い

　
保
険
期
間
中
は
、
「
農
作
業
日
誌
」

「
農
産
物
の
販
売
に
関
す
る
帳
簿
」
等

へ
の
記
録
と
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
保
存

を
し
て
く
だ
さ
い
。

山梨県
第１号
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おしらせ

  

麦
共
済
か
ら
収
入
保
険
へ

  

移
行
し
た
場
合
の
注
意
事
項

　
収
入
保
険
は
、
平
成
31
年
１
月
か
ら

保
険
期
間
が
開
始
し
ま
す
の
で
、
原
則

と
し
て
平
成
30
年
12
月
ま
で
の
被
害
は

補
償
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
31
年
産

麦
共
済
に
加
入
し
て
い
る
方
が
収
入
保

険
へ
移
行
し
た
場
合
は
、
年
内
の
被
害

も
補
償
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
麦
共
済
の
掛
金
は
２
月
払
込
で
す
の

で
、
移
行
し
た
方
は
、
こ
の
時
に
経
過

分
の
賦
課
金
だ
け
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
麦
共
済
掛
金
を
支
払
っ
た
後
に
収
入

保
険
へ
移
行
す
る
法
人
は
、
麦
共
済
掛

金
と
未
経
過
分
の
賦
課
金
を
お
返
し
し

ま
す
。
）

　
収
入
保
険
制
度
は
、
青
色
申
告
を
行
い
、

適
切
な
経
営
管
理
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
を
行
う
こ
と
で
、
自
ら
の
経
営

状
況
を
つ
か
み
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
確
定
申
告
は

毎
年
必
要
な
手
続
き
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
青
色
申
告
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
正
規
の
簿
記
（
一
般
的
に
は
複
式

簿
記
）
に
し
た
が
っ
て
取
引
を
記
録

し
て
い
る
方
は
、
確
定
申
告
書
に
貸

借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
を
添
付
す

る
こ
と
で
、
所
得
金
額
か
ら
最
高
65

万
円
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
簡
易
な
方
式
の
場
合
の
控
除
額
は
、

最
高
10
万
円
と
な
り
ま
す
。

農
作
物
共
済

　
青
色
申
告
者
と
生
計
を
一
に
す
る

配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族
（
15
歳
以

上
）
で
、
専
ら
農
業
に
従
事
し
て
い

る
人
に
給
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
給
与
が
適
正
な
も
の
で
あ
れ
ば

全
額
必
要
経
費
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
事
業
か
ら
生
じ
た
純
損
失
の
金
額

を
、
翌
年
以
後
３
年
間
に
わ
た
っ
て

順
次
各
年
分
の
所
得
金
額
か
ら
差
し

引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
前
年
も
青
色
申
告
を
し
て

い
る
方
は
、
純
損
失
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
前
年
分
に
繰
戻
し
、
前
年
分

の
所
得
税
の
額
を
限
度
と
し
て
、
所

得
税
の
還
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

麦共済から収入保険へ移行する場合のスケジュール

個人の場合

11月　　　12月　　　1月 　　　2月 　　　3月 　　　4月 　　　５月 　　　６月 　　　７月～

麦共済の補償期間

麦共済加入申込

麦共済の補償期間

収入保険加入申請

収入保険の保険期間

収入保険の保険期間

●収入保険へ移行

●収入保険へ移行

●麦共済掛金払込（経過分の賦課金のみ）

●麦共済掛金払込

事業年度
４月～３月の
法人の場合

麦共済から収入保険に
移行した場合、保険期
間開始前までの被害は
麦共済賦課金のみで対
応します！

　
平
成
31
年
産
の
加
入
申
込
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
期
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
樹
園
地
方
式
は
受
付
終

了
と
な
り
ま
す
の
で
、
半
相
殺
総
合
短

縮
方
式
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
す
も
も
　

　
　
　
　
　
平
成
31
年
２
月
10
日

　
ぶ
ど
う
・
も
も
・
り
ん
ご

　
　
　
　
　
平
成
31
年
２
月
20
日

半
相
殺
総
合
短
縮
方
式

　
発
芽
期
か
ら
果
実
の
収
穫
期
ま
で
の

す
べ
て
の
気
象
災
害
・
病
虫
害
・
鳥
獣

害
・
火
災
・
地
震
・
噴
火
・
地
滑
り
に

よ
る
被
害
を
補
償
し
ま
す
。
（
冬
期
の

災
害
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

　
平
成
31
年
産
半
相
殺
総
合
一
般
方
式

に
加
入
し
て
い
て
、
収
入
保
険
に
移
行

し
た
場
合
に
は
、
掛
金
全
額
と
未
経
過

分
の
賦
課
金
を
お
返
し
し
ま
す
。

  

加
入
申
込
受
付
中

  

収
入
保
険
へ
移
行
し
た
場
合

  

は
掛
金
を
返
還
し
ま
す

果
樹
共
済

秋まき麦の共済責任期間（発芽期～収穫期）

秋まき麦の共済責任期間（発芽期～収穫期）

収入保険加入申請

麦共済加入申込

節税効果の比較

国税太郎さん

白 色 申 告

事 業 の 利 益

事 業 所 得

給 与 所 得

住 民 税

事 業 税

所 得 税 額

所得控除の合計

復興特別所得税額

復興特別所得税の額

所得税、復興特別所得税、
住民税及び事業税の合計

青色申告の場合の税負担 白色申告の場合の税負担 節税効果

青色申告特別控除額が
65万円の場合
（B+C）

（A） （差引）（国税春子さんの負担額を含む）

（注）１　住民税均等割額は、5,000円として計算しています。
　　　２　復興特別所得税額の計算例
　　　　　①　基準所得税額　×　税率　＝　復興特別所得税額
　　　　　　　174,500円　×  2.1％ ＝　　3,664.5円　→　3,664円（１円未満切捨て）
　　　　　②　所得税額　　＋　復興特別所得税額　＝　所得税及び復興特別所得税の額
   　　　　　   174,500円 +　　　3,664円　　　＝　178,164円　→　178,100円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100円未満切捨て）
　　　３　上記の税の他、国民健康保険料（税）などの計算にも影響します。

所 得 税 及 び

課税される所得金額

青色申告特別控除

青色事業専従者給与

（基準所得税額）

（基準所得税額×2.1％）

事 業 専 従 者 控 除

A

6,000,000

-

860,000

5,140,000

-

1,430,000

3,710,000

314,500

6,604

321,100

391,000

112,000

824,100

6,000,000

650,000

1,200,000

4,150,000

-

1,430,000

2,720,000

174,500

3,664

178,100

292,000

95,000

565,100

550,000

380,000

170,000

8,500

178

8,600

24,500

-

33,100

B C

の場合
青 色 申 告
の場合

国税春子さん

（単位：円）

国税太郎さんが
青 色 申 告
　　の場合

①

（①+②+③）

②

③

598,200円 824,100円 －225,900円

10

収入保険制度特集

　
　
　
　
　を

始
め
ま
し
ょ
う

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

青
色
申
告

青
色
事
業
専
従
者
給
与
の

必
要
経
費
参
入

2

青
色
申
告
特
別
控
除

1

純
損
失
の
繰
越
控
除

ま
た
は
繰
戻
し
に
よ
る
還
付

3

青
色
申
告
の
主
な
メ
リ
ッ
ト

青色申告承認申請書

https://www.nta.go.jp/index.htm

用紙は国税庁
ＨＰから
ダウンロード
できます。

麦共済掛金の返還（掛金全額と未経過賦課金）

　
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告

承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
提
出
期
限
は
、
毎
年
３
月
15
日
で

す
。

　
平
成
31
年
３
月
15
日
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
、
来
年
分
の
所
得
か
ら
青
色
申
告

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
収
入
保
険
は
、
加
入
申
請
時
に
青
色
申

告
の
実
績
が
１
年
あ
れ
ば
、
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

青
色
申
告
を
始
め
る
に
は
？

２ヵ月間無料で毎週ご自宅にお届け！

年間購読料 ４，６８０円毎週水曜日発行

ＮＯＳＡＩ山梨広報係　ＴＥＬ055-228-4711　http://www.nosai-yamanashi.or.jp

生産現場のアイデアが満載

分かりやすい農政解説

NOSAIの仕組みが分かる

身近な話題が豊富

農業共済新聞を、２ヵ月無料で
ご自宅や職場へ郵送します。
お申し込みは、ＮＯＳＡＩ山梨へ。
ホームページでも受け付けています。
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10
月
15
日
の
第
７
回
臨
時
総
代
会
で

は
、
事
業
規
程
の
変
更
な
ど
全
４
議
案

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全
て
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
の
収
入
保
険
導

入
に
合
わ
せ
、
農
業
共
済
制
度
も
大
規

模
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
４
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
主
な
内
容
〉

・
農
業
共
済
制
度
の
見
直
し
へ
対
応
す

　
る
た
め
の
事
業
規
程
の
変
更

・
農
家
ご
と
の
危
険
段
階
別
共
済
掛
金

　
率
の
承
認

・
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
等
の
事
務

　
費
賦
課
金
の
承
認

優勝した小明見向原地区協議会チーム

制
度
見
直
し
に
合
わ
せ

事
業
規
程
を
変
更

　
第
３
回
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
富
士
支
所

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
、
「
小

明
見
向
原
地
区
協
議
会
」
が
優
勝
し
ま

し
た
。

　
大
会
は
10
月
25
日
、
都
留
市
田
野
倉

の
大
輪
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
。
富
士

支
所
管
内
の
共
済
部
長
協
議
会
16
チ
ー

ム
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
白
熱
し
た

試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
協
議
会
長
さ
ん
、
共
済
部

長
さ
ん
を
は
じ
め
、
選
手
の
皆
様
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

小
明
見
向
原
地
区
協
議
会
が
優
勝
！

富
士
支
所
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

牛
の
休
み
時
間

　
牛
が
横
臥
し
て
い
る
（
横
に
な
っ
て

寝
て
い
る
）
の
は
、
牛
床
が
快
適
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
休
め
て
い
る
証
で
す
。

乳
牛
の
場
合
、
搾
乳
し
給
餌
が
終
わ
っ

て
か
ら
の
横
臥
状
態
は
ま
さ
に
、
「
一

仕
事
し
て
、
お
な
か
も
い
っ
ぱ
い
、
さ

て
ゆ
っ
く
り
す
る
か
」
タ
イ
ム
で
す
。

環
境
が
良
い
状
態
で
の
牛
の
横
臥
は
、

１
日
12
〜
14
時
間
、１
回
60
〜
80
分（
そ

の
間
４
〜
８
回
姿
勢
を
変
え
る
）
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
充
実
し
た
横
臥
状
態
の
確
保
は
①
乳

房
へ
の
血
流
量
増
加
②
反
芻
時
間
の
増

加
③
肢
や
蹄
の
休
息
・
負
重
緩
和
を
も

た
ら
し
、
乳
量
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
由
に
寝
起
き
で
き
る
牛
の
場
合
、

い
つ
も
よ
り
横
臥
時
間
が
１
時
間
増
加

す
る
と
１
日
の
乳
量
が
１
〜
1.5
㎏
増
加

す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
妊
娠
後
期
で

は
、
子
宮
へ
の
充
分
な
血
流
量
を
確
保

し
、
健
康
な
子
牛
の
分
娩
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
午
前
中
の
給
餌
の
後（
1.5
〜
３
時
間
）、

牛
群
全
体
で
ど
れ
く
ら
い
の
牛
が
横
臥

し
て
い
る
か
（
横
臥
率
）
を
観
察
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
85
％
以
上
の
牛
が
横
臥

し
て
い
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
一
仕
事
終
え
た
牛
た
ち
が
、
ゆ
っ
く

り
休
め
て
い
る
か
向
き
合
っ
て
、
牛
た

ち
に
と
っ
て
今
よ
り
も
っ
と
快
適
な
環

境
を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

家
畜
診
療
日
記

　
牛
の
獣
医
師
に
な
っ
て
６
年
目
の
冬
。
相
変
わ
ら
ず
、
寒
さ
と
雪
道
の

運
転
は
大
の
苦
手
で
す
が
、
農
家
さ
ん
と
会
話
す
る
と
い
つ
だ
っ
て
心
が

温
か
く
な
れ
ま
す
。
牛
も
人
も
健
康
に
、
厳
し
い
寒
さ
を
乗
り
切
り
た
い

で
す
ね
。

家
畜
診
療
所

　峡
北
連
絡
所

　獣
医
師

　堀
江
未
沙
子

お
う
が

　
牛
た
ち
が
あ
ま
り
休
め
て
い
な
い

よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
原
因
が
何
な

の
か
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
牛
床
（
牛
の
寝
床
）
は
快
適
か
？

　
　
牛
床
は
乾
燥
し
て
い
て
、
硬
す

　
ぎ
ず
滑
り
に
く
く
寝
起
き
が
し
や

　
す
い
こ
と
が
快
適
な
条
件
で
す
。

　
風
通
し
が
悪
く
、
暑
い
状
態
で
は

　
横
臥
を
嫌
い
ま
す
。

②
牛
の
健
康
状
態
は
問
題
な
い
か
？

　
　
い
つ
も
同
じ
牛
が
立
っ
て
い
る

　
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
牛
に
は
横
臥

　
で
き
な
い
理
由
が
あ
り
ま
す
。
特

　
に
蹄
や
肢
に
問
題
の
あ
る
牛
は
寝

　
起
き
を
嫌
い
ま
す
。

③
餌
の
給
与
量
は
十
分
か
？

　
　
お
な
か
が
す
い
て
い
る
状
態
で

　
は
な
か
な
か
休
息
時
間
に
入
り
ま

　
せ
ん
。
残
餌
量
を
見
て
、
給
与
量

　
が
適
切
か
気
に
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ

　
う
。

第
７
回
臨
時
総
代
会

2019年（平成31年）10月1日に消費税率が８％から10％に
引き上げられると同時に、消費税の軽減税率制度が実施されます。

農家の皆さまも、次の対応が必要となります。

①売上先に交付する請求書等は、区分記載請
　求書等へ

　　農産物の売上の全てについてＪＡに販売を
　委託している場合は、ＪＡで請求書の様式を
　変更しますが、各農家で直販を行っている場
　合には、各農家での対応が必要となります。

②仕入先から区分記載請求書等を受領し、日々
　の取引を税率の異なるごとに区分して、帳簿
　等に記帳（区分経理）

　　会計ソフトを使用している場合には、バー
　ジョンアップが必要となります。

税務署では、事業者の方を対象に消費税軽減税率制度の説明会を実施しています。
説明会の日程・場所については、国税庁ホームページに掲載していますので、ぜひご参加ください。

優
　
勝
　
小
明
見
向
原
地
区
協
議
会

準
優
勝
　
上
吉
田
地
区
協
議
会

第
３
位
　
西
桂
地
区
協
議
会

第
４
位
　
猿
橋
地
区
協
議
会

試
合
結
果

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

牛
の
快
適
ポ
イ
ン
ト

牛舎内の牛全頭が
横臥している

横臥する牛

軽減税率制度に関する情報は

おしらせ
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①呼吸がしにくい！○○○○炎かも？
②昭和の大スター。石原○○次郎。
③おみくじを引こう！新年の○○○○○。
④肩にかけたり首に巻いたり。
⑤太陽からの紫外線を吸収。オゾン○○。
⑥タイの首都。
⑧略○○。剥○○。○○衣所。
⑪食べるときには気になる…。
⑫何事も恐れず立ち向かう！
⑭３人組。
⑮お願い事を書きましょう。
⑯近畿地方にある日本最大の○○半島。

当選者：数野俊彦さん（甲府市）/小宮山秀子さん（甲府市）/佐藤唯一さん（都留市）/小俣智恵子さん（大月市）/佐藤富貴子さん（韮崎市）/功刀和子さん
（韮崎市）/芦沢茉有さん（南アルプス市）/石川幹子さん（南アルプス市）/望月由美子さん（南アルプス市）/進藤喜久雄さん（北杜市）/進藤玲子さん（北
杜市）/浅川豊澄さん（北杜市）/永田順子さん（北杜市）/内田芳孝さん（上野原市）/伊藤志郎さん（中央市）/児島孝治さん（中央市）/木内かず江さん（南
部町）/杉山直子さん（南部町）/土屋正代さん（富士川町）/勝俣美紀男さん（西桂町）

①もう何も手段がない。万事○○○○。
⑤やっぱり手打ちが一番。
⑦一緒に数えて！３！２！１！０！
⑨的の中心をめがけて。
⑩眉をひそめる。顔を○○○○。
⑫司馬遼太郎「竜馬が○○」。
⑬ろ過に使う紙。
⑭太陽の○○。ひめゆりの○○。
⑮気持ちを引き締めて。○○を正す。
⑯木を切った後の根元の部分。
⑰上半身はライオン、下半身は魚。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

正解した方の中から

抽選で２0名様にクオカード千円分を

プレゼントいたします。

ご応募お待ちしています！

赤枠の文字を並び替えて
答えを見つけてください！

 秋号のクロスワードパズルの答えは「サツマイモ」でした。たくさんのご応募をありがとうございました。

　
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
に
①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

答
え
②
氏
名
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
年
齢
⑥

性
別
⑦
電
話
番
号
⑧
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙

へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
要
望
な
ど
を
ご

記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り

　
平
成
31
年
1
月
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先

　
〒
４
０
０-

０
０
３
４

　
山
梨
県
甲
府
市
宝
１
丁
目
21-

20

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
広
報
係

　hon@
nosai-yam

anashi.or.jp

ＮＯＳＡＩトーク
クイズの答えと一緒に寄せられた

ご意見・ご感想の一部をご紹介します。

　里芋を収穫したら炊き込みご飯
を作ってみたいと思います。材料
等すぐに手に入れやすく簡単なの
が一番ですね。
　　（南アルプス市　70代女性）

　新しくスタートする収入保険加
入申請の特集、とてもわかりやす
かったです。各地域で開催される
説明会にも参加しました。農家に
とって心強い制度で期待していま
す。　　　（笛吹市　60代女性）

　子牛だって水を飲む。に、びっ
くりしました。親牛が飲むのは知っ
ていたのに知らないことはまだま
だありそうですね。　 　　   　
　　　　（甲府市　40代女性）

　おうち野菜のコーナーを楽しみ
にしていました。今回のニンジン
のお話もわかりやすく書いてある
のでやってみたいと思います。前
回のミズナは本当にうまくできま
した。　　（都留市　60代女性）

　秋号きょうさい部長ご夫婦２組
の笑顔素晴らしいですね。二人で
仲良く楽しみながら過ごす日々は
幸せで溢れていますね。奥様の力、
女性の力は本当に縁の下の力です。
大切になさってください。
　　　　　（甲斐市　70代女性）

　表紙に毎号何世代かの家族（特
に子どもの写真）が載っていると、
とても明るく未来が広がる気持ち
になります。
　　　　　 （山梨市　60代女性）
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vol.10

当選おめでとう
ございます！
当選おめでとう
ございます！

休
眠
期
の
防
除
に
注
意

技
術
顧
問

　齋
藤 

辰
哉

園
芸
研
究
家

　牛
村

　明
雄

技
術
情
報

農
業

果
樹
果
樹

　
越
冬
病
害
虫
の
防
除
を
徹
底
す
る
た
め
、

休
眠
期
の
薬
剤
防
除
が
必
須
で
す
。
天
候

を
見
な
が
ら
、
防
除
暦
に
基
づ
き
適
期
に

て
い
ね
い
な
薬
剤
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
今
年
晩
腐
病
や
黒
と
う
病
、
べ
と
病

が
発
生
し
た
園
で
は
、
せ
ん
定
時
に
結
果

母
枝
の
枯
れ
た
巻
き
ひ
げ
、
果
梗
を
せ
ん

除
し
、
粗
皮
剥
ぎ
と
と
も
に
せ
ん
定
枝
や

落
葉
の
処
理
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
秋
に
雨
が
多
く
、
通
常
は
収
穫
後
の
９
月
頃
に
行
う
秋
期
防
除
が
、
な
か

な
か
出
来
な
か
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
越
冬
病
害
虫
の
密
度
が
高
く
な
り
、

次
年
度
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
休
眠
期
の
防
除
は
、
特
に
注
意
し
て
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

牛
村
先
生
の
畑
か
ら
、

家
庭
菜
園
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
近
年
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
多
発
に
よ

る
被
害
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
発

生
が
見
ら
れ
た
園
や
秋
期
防
除
が
出
来
な

か
っ
た
園
は
、
２
月
ま
で
に
機
械
油
乳
剤

の
散
布
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
が
発
生
し
た
園
で
、
秋
期
に
ボ

ル
ド
ー
液
に
よ
る
防
除
が
出
来
な
か
っ
た

園
で
は
、春
先
に
花
弁
が
見
え
始
め
る（
紅

蕾
期
）
ま
で
に
ボ
ル
ド
ー
液
等
を
散
布
し

ま
す
。
ま
た
、
春
型
病
斑
の
罹
病
枝
は
せ

ん
除
し
、
落
花
期
か
ら
は
ア
グ
レ
プ
ト
水

和
剤
・
液
剤
等
を
10
日
お
き
に
２
〜
３
回

散
布
し
ま
す
。

　
気
温
が
低
い
冬
場
で
も
、
ひ
と
手
間
か

け
る
と
野
菜
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
、
保
温
・
霜
よ
け
・
発
芽
促
進
に

効
果
的
な
不
織
布
の
べ
た
か
け
や
ト
ン
ネ

ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
冬
場
で
も
栽
培
で
き
る
の
は
、
主
に
葉

物
野
菜
。
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ミ
ズ
ナ
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
な
ど
が
同
じ
方

法
で
で
き
ま
す
。
播
種
し
た
ら
不
織
布
を

べ
た
か
け
に
し
、
マ
ル
チ
押
さ
え
で
と
め

ま
す
。
発
芽
し
て
５
〜
６
㎝
に
な
る
ま
で

か
け
て
お
く
の
で
、
少
し
余
裕
を
持
っ
て

と
め
、
十
分
に
か
ん
水
を
し
ま
す
。

　
次
に
、
べ
た
か
け
の
上
か
ら
ト
ン
ネ
ル

の
支
柱
を
設
置
し
、
上
か
ら
同
じ
く
不
織

布
を
か
け
て
と
め
ま
す
。
べ
た
か
け
し
た

不
織
布
の
余
っ
た
部
分
を
折
り
返
し
支
柱

に
と
め
た
ら
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
で
す
。
家

庭
菜
園
の
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
な
ら
意
外
と

手
軽
に
で
き
、
平
地
な
ら
１
〜
２
月
で
も

播
種
で
き
ま
す
。
難
し
け
れ
ば
、
べ
た
か

け
だ
け
で
も
保
温
性
は
格
段
に
違
い
ま
す
。

　
ナ
イ
ロ
ン
の
シ
ー
ト
の
ほ
う
が
保
温
性

は
高
い
で
す
が
、
ト
ン
ネ
ル
内
が
蒸
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
内

の
換
気
な
ど
、
頻

繁
に
管
理
が
で
き

る
方
は
ナ
イ
ロ
ン

の
シ
ー
ト
で
も
良

い
と
思
い
ま
す
。

不
織
布
の
ほ
う
が

風
通
し
が
よ
く
管

理
が
簡
単
な
の
で
お
す
す
め
で
す
。
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
４
０
０
円
ほ
ど
で
購

入
で
き
ま
す
。

　
「
寒
い
時
期
に
も
野
菜
を
育
て
て
み
よ

う
！
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み

て
く
だ
さ
い
ね
。

べたかけ不織布の余
りが多ければ、二重
トンネルにも！５～６cmに成長し

たらべたかけを外
して追肥

晩腐病の巨峰

●
ブ
ド
ウ

●
モ
モ
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
対
策

●
モ
モ
・
せ
ん
孔
細
菌
病
対
策

　ス
モ
モ
・
黒
斑
病
対
策

15 14

冬
場
は
不
織
布
で
ひ
と
工
夫



旬をおいしく！
農菜レシピ 大根の白みそ煮

＊材料＊（２人分）

①大根は３㎝の厚さに切って皮をむき、面取り
　をして隠し包丁を入れる。大さじ１の米を入
　れて（または米のとぎ汁で）、透明感が出る
　まで下ゆでする。

②鶏肉は一口大に切ってさっと湯がいて臭みを
　とり、ほうれん草とにんじんは塩ゆでする。
　酒かすは水でふやかしておく。

③なべに大根と鶏肉を入れ、大根にかぶるくら
　いの昆布出汁でしばらく煮る。大根に竹串が
　通るようになったら、Ａを加えて10分ほど煮
　る。

④大根と鶏肉を器に盛って、ほうれん草とにん
　じんを添える。

＊作り方＊

大根…６㎝
鶏もも肉…100ｇ
昆布出汁…２カップくらい
　　白みそ…大さじ１
　　酒かす…大さじ 1/2
　　薄口しょうゆ…小さじ１
ほうれん草…２株
にんじん…少々

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

えぐみがとれて
煮くずれしにくくなります。

まだ水気が残っているようなら
トロトロになるまで水分を飛ばします。

栄養価の高い酒かすを使って
おいしく冬を乗り切りましょう！
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富
士
河
口
湖
町
富
士
ヶ
嶺
地

区
で
搾
乳
牛
40
頭
、
繁
殖
用
の

和
牛
12
頭
を
飼
育
す
る
水
越
さ

ん
。
佳
月
さ
ん
は
「
畑
の
草
を

牛
の
餌
に
し
て
、
畑
に
た
い
肥

を
ま
い
て…

と
、
無
理
せ
ず
今

あ
る
も
の
を
生
か
し
た
飼
い
方

を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
ま
す
。

　
え
り
ん
ち
ゃ
ん
は
三
姉
妹
の

末
っ
子
。
お
姉
ち
ゃ
ん
２
人
は

「
え
れ
ん
ち
ゃ
ん
」
「
え
れ
な

ち
ゃ
ん
」
な
の
で
、「
り
ん
ち
ゃ

ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
牛

が
大
好
き
で
、
撮
影
の
日
も
朝

５
時
に
起
き
て
餌
や
り
と
乳
搾

り
を
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
と

お
そ
ろ
い
の
青
い
つ
な
ぎ
が
と
て
も
似
合
っ
て
い
て
、
カ
ッ
コ
い
い
！
将
来

の
夢
は
「
獣
医
師
を
し
な
が
ら
牛
飼
い
を
す
る
こ
と
」
。
ぜ
ひ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

家
畜
診
療
所
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

水
越

　佳
月
さ
ん
（
44
）

　
　
　え
り
ん
ち
ゃ
ん
（
９
）

か
つ
き

山梨県農業共済組合

ア
ル
バ
ム

冬号

　
毎
回
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
拝
見
す
る

と
、
農
業
技
術
情
報
の
反
響
が
一
番
大
き
く
、
参
考
に
し
て
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
（
「
農
菜
レ
シ
ピ
」
と
「
お
う
ち
野
菜
」
も
根
強
い

人
気
。
）
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿
え
る
広
報
紙
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
予
告
〉
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
９
春
号

　
　
　  （
平
成
31
年
３
月
発
行
予
定
）

編
集
後
記


